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Ⅰ　はじめに

　筑波大学陸域環境研究センターは，その前身で

ある水理実験センターの設立時から，毎年継続し

て紀要を発行し，その研究成果を公表してきた．

水理実験センター時代には，筑波大学水理実験

センター報告を 24号まで発行した．陸域環境研
究センターに改組された後は，体裁は以前のまま

で，雑誌名を筑波大学陸域環境研究センター報告

と改め，号数も改め，現在まで5号発行している．
また，英文紀要として Environmental Research 

Center, Papersを 17号発行している．これらの紀
要は，発行部数も限られておりサーキュレーショ

ンが悪い一方で，引用される機会も多く，日本

のみならず海外からの問い合わせが多数ある．ま

た，近年，国内外の学術雑誌の電子化とWWW

での公開，さらにはセルフアーカイビングや機関

レポジトリの普及といったオープンアクセスの進

展など，論文の流通様式を取り巻く状況が大きく

変化しつつある（たとえば，高木，2004；尾身ほ

か，2005；中野，2005；nature publishing group, 

2005）．このような現状を鑑み，筆者らは陸域環
境研究センターが研究成果公開のために設置し

ているWWWサーバーに，過去の水理実験セン

ター報告，陸域環境研究センター報告（以下，セ

ンター報告と呼ぶ）を電子化して公開する作業を

進めてきた．本稿では，その内容について説明す

る．

Ⅱ　公開に向けての準備

　公開にあたり，問題となるのは著作権の所在で

ある．1994年 12月発行の水理実験センター報告
19号より，著作権が水理実験センターにあること
が明示されている．そのため，それらはそのまま

PDFにして公開した．それ以前のものについて

は，著作者全員に郵便で問い合わせを行い，電子

化と公開に関する承諾を取った．この際，著作権

の譲渡は求めていない．著作権処理の手続きに関

しては，国立情報学研究所（2002）を参考にした．
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　電子化にあたり，ファイル形式は，Adobe社

が開発した文章表示用のファイル形式である

PDFとした．電子化された書類のフォーマット

としてはデファクトスタンダードであり，閲覧用

のソフトウェアが容易に入手できるためである．

過去のセンター報告を解体し，スキャナーで読み

込み，論文ごとのファイルを作製し，PDFを製

作した．

Ⅲ　WWWでの公開

　センター報告が PDF化される以前には，過去

のセンター報告の目次は，インターネット上で

は一部しか公開されていなかった．そのため，目

次の HTML化を最初に行い，そこから各論文の

PDFへリンクを張った（第 1図）．そのURLは，

http://www.suiri.tsukuba.ac.jp/new/publication/ 

bull_terc.htmlである．今後，変更される場合も

あるが，その場合は，陸域環境研究センターの

ホームページからリンクをたどっていけばアクセ

スできる．

　過去の論文の著者やタイトルがウェブサイトに

掲載されたことで，http://www.google.co.jpなど

の検索サイトから，論文を検索することも可能と

なった．現在，印刷所に入稿した原稿は，紙の冊

子体と PDFファイルとなって納品されている．

その PDFは陸域環境研究センターのウェブサイ

トで即時公開されている．

Ⅳ　今後の課題

　研究論文がどれだけの人に読まれているかは，

論文の価値を測る上で重要な要素である．紙媒体

の論文は，引用回数などで流通の程度を追跡する

ことは可能であるが，どれだけの人に読まれてい

るかは知ることはできない．しかし，サーバー上

のファイルのダウンロード回数は可算で，その数

値から過去の研究内容を再評価することが可能に

なると思われる．

　今回の作業でスキャンニングされた論文は，

第 1図　公開されているセンター報告の目次
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画像として PDFになっている．そのため論文中

に含まれる語句で検索をすることはできない．こ

れらのファイルから，OCRソフトをつかってテ

キストファイルを作成し，画像ファイルとともに

PDFを作製することで，より詳しい検索が可能

となる．今後，過去のセンター報告をより流通さ

せるために，この作業が必要であろう．

　論文の電子化を行ったとき，論文間をリンク

で結ぶことによってその利便性が向上する．セ

ンター報告には，保有している大型施設を利用し

た研究が多く掲載される．これらの研究は，それ

までの研究成果や技術の蓄積を利用した研究が多

い．WWW上で，過去の論文にリンクを張るこ

とにより，その研究の継続性や技術の進歩を容易

に閲覧できるようになる．今後取り組むべき作業

であろう．

　現在，すべての論文が著者から公開の承諾を取

れてはいない状況なので，全論文の公開には至っ

ていない．今後，継続して公開の承諾をとる作業

を続け，より有益なデータベースとなることが期

待される．
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